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令和２年度 定時総会議案

第 1号議案   令和元年度事業報告及び決算承認に関する件

第 2号議案   役員の選任に関する件



総 会 に 対 す る 会 長 の 提 出 書

公益社団法人福岡県畜産協会定款第 12条の規定に基づき平成 31 年 4月 1日から

令和 2年 3月 31 日までの事業報告及び貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目録

の承認に関する件及び役員の選任に関する件を別紙のとおり提出します。

令和 2年 6月 26 日

                       公益社団法人福岡県畜産協会

                        会 長   藏 内 勇 夫



第１号議案

令和元年度事業報告及び決算承認に関する件
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令和元年度事業報告

１ 概 要

我が国の経済は、7 年にわたるアベノミクスの推進により、内需を中心に緩やかな

回復基調にありましたが、年明けに発生した新型コロナウイルス感染症は、内外経済

に甚大な影響をもたらし、戦後最大とも言うべき危機に直面しました。特に我が国経

済を支えてきた内需のうち個人消費は、サービスを中心にイベントの中止や自粛・外

出控えにより消費者マインドの悪化も相まって停滞し、我が国経済は大幅に低迷しま

した。

一方、ＴＰＰや EU 経済連携協定（EPA）に続き、本年 1 月 1 日には日米貿易協定が

発効しましたが、これら 3 つの協定の発効は、新型コロナウイルス感染症発生の拡大

と相まって今後、国内農業はもとより日本経済に未曾有の影響を及ぼすことが懸念さ

れています。

畜産を巡る情勢は、家畜の飼養戸数については、全畜種を通じて減少傾向にありま

すが、1 戸当たりの飼養頭羽数は増加傾向にあり、大規模化が進みました。乳牛では、

ここ数年乳価が安定して上昇したことから飼養頭数が 2 年連続で増加しました。肉牛

や豚は最近の肉ブームの高まりで消費が増加し、人気の高い和牛肉は生産が増えた反

動で価格が軟調に推移しました。採卵鶏・肉用鶏では大規模層を中心に飼養羽数の増

加傾向が続きましたが、需給が不均衡に陥りやすく、特に卵価は低卵価を招きやすい

状況になりました。しかしながらいずれの畜産物も、今年に入って新型コロナウイル

ス感染症の影響で、需要の減少に伴い畜産物価格は大幅に下落し、特に和牛枝肉価格

が大きく落ち込んだことにより高止まりしていた和牛肥育素牛価格も下落しました。

一方、配合飼料価格については 60,000 円を超えて推移し相変わらず高止まりとなり

ました。

家畜衛生面では、30 年 9 月に、26 年ぶりに CSF（豚熱）が発生し、今年 1 月には沖

縄県でも発生が確認されました。また、中国や朝鮮半島では ASF（アフリカ豚熱）の

発生地域の拡大が続いています。国は CSF への対応として、昨年 10 月に「CSF に関す

る特定家畜伝染病防疫指針」を改正し、現在は CSF ワクチン接種を推奨地域 20 都府

県で実施しているところです。高病原性鳥インフルエンザや牛や豚の口蹄疫、加えて

ASF など海外悪性伝染病は近隣諸国での発生が続いており、引き続き防疫対策の強化

を図る必要があります。

このような中、当協会は国・県・中央団体の各種補助事業及び受託事業に積極的に

取り組むとともに、会員並びに関係機関、団体の協力を得ながら経営診断、経営セミ

ナーの開催などによる畜産経営及び生産技術の支援・指導、畜産経営安定対策、家畜

自衛防疫等の推進、安全・安心な畜産物の供給など、本県の畜産振興に努めました。
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２ 事業の推進

Ⅰ 会 議

1 監事監査（令和元年 5 月 28 日（火） 福岡県自治会館 102 会議室）

2 第 1 回理事会（令和元年 6 月 3 日（月） 博多サンヒルズホテル 多目的ホール）

（1）平成 30 年度事業報告及び決算承認に関する件

（2）役員の補選に関する件

（3）令和元年度定時総会の日程承認に関する件

3 定時総会（令和元年 6 月 21 日（金）  博多サンヒルズホテル 星雲の間）

（1）平成 30 年度事業報告及び決算承認に関する件

（2）役員の補選に関する件

4 第 2 回理事会（令和 2 年 2 月 27 日（木） 博多サンヒルズホテル 扇寿の間）

（1）令和元年度補正予算書に関する件

（2）令和 2 年度事業計画書及び収支予算書並びに会費の賦課及び徴収時期承認に関

  する件

  （3）令和 2 年度予防接種事業に係る手数料の改定に関する件

  （4）家畜畜産物衛生指導事業業務方法書第 11 条に基づく指定獣医師の委嘱に関する件

（5）肉用子牛生産者補給金制度における手数料等に関する件

（6）役員退任慰労金（非常勤理事）に関する件

  （7）令和元年度臨時総会の日程承認に関する件

5 臨時総会 （令和 2 年 3 月 24 日（火） 博多サンヒルズホテル 星雲の間）

（1）令和元年度補正予算書に関する件

（2）令和 2 年度事業計画書及び収支予算書並びに会費の賦課及び徴収時期承認に

  関する件
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Ⅱ 事業の実施

ⅰ 国等の補助事業を通じて、畜産経営の安定と国民生活に不可欠な畜産物の安定

供給に資する事業

１ 肉用子牛生産者補給金制度（農畜産業振興機構）

牛肉の輸入自由化に適切に対処して、国内における肉用牛生産の存立を確保するため

には、牛肉資源の再生産の役割を担う肉用牛繁殖経営の安定化を図ることが必要である。

そのため、肉用子牛価格の異常低落時、肉用子牛の平均売買価格が保証基準価格を下

回った場合に肉用子牛の生産者に対して補給金の交付を行った。

生産者補給金の交付実績

人数
（人）

頭数
（頭）

単価
（円／頭）

交付金額
（円）

黒毛和種 - - - -

その他肉専用種 - - - -

乳用種 - - - -

交雑種 - - - -

合計 0 0 0 0

黒毛和種 - - - -

その他肉専用種 - - - -

乳用種 - - - -

交雑種 - - - -

合計 0 0 0 0

黒毛和種 - - - -

その他肉専用種 - - - -

乳用種 - - - -

交雑種 - - - -

合計 0 0 0 0

黒毛和種 - - - -

その他肉専用種 1 1 25,900 25,900

乳用種 - - - -

交雑種 - - - -

合計 1 1 25,900 25,900

黒毛和種 0 0 0 0

その他肉専用種 1 1 25,900 25,900

乳用種 0 0 0 0

交雑種 0 0 0 0

合計 1 1 25,900 25,900

令和元年度
合計

区分 品種区分
交付対象 補給金

平成30年度
第4四半期

令和元年度
第1四半期

令和元年度
第2四半期

令和元年度
第3四半期
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生産者積立金造成内訳

生産者 県 機構

計 369 － 442,800 110,700 110,700 221,400

計 1 － 12,400 3,100 3,100 6,200

計 969 － 6,201,600 1,550,400 1,550,400 3,100,800

計 699 － 1,677,600 419,400 419,400 838,800

継続 697 － 1,594,800 398,700

新規 1,341 － 6,739,600 1,684,900

計 2,038 － 8,334,400 2,083,600 2,083,600 4,167,200

（単位：頭、円）

その他
肉専用種

乳用種

交雑種

合計

負担区分
品種区分 区分 契約頭数 積立単価 積立所要額

継続

新規

継続

新規

継続

新規

継続

新規

黒毛和種

75

0

1

3

966

619

80

1,200 90,000

294 1,200 352,800

12,400 0

12,400 12,400

6,400 19,200

6,400 6,182,400

2,400 1,485,600

2,400 192,000

1,545,600

371,400

48,000

22,500

88,200

0

3,100

4,800

（1）肉用子牛生産者補給金制度運営適正化事業（農畜産業振興機構）

   （決算額：4,228,000円）

本制度の適正かつ円滑な実施体制の確保を図るとともに、補給金の交付事務が的確に

推進されるように努めた。事務委託先及び生産者に対する調査・指導及び新統一電算シ

ステムによる的確かつ迅速な事務処理の推進に努めた。
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（2）指定協会運営体制支援事業（農畜産業振興機構）   （決算額：7,980,000円）

指定協会の運営は運営特別基金の果実をもとに、その運営にあたってきたところで

あるが、基金を造成した当時に比べ市中金利の低下により運用益が著しく減少し、厳

しい財政状況にあることから、本事業の支援により運営体制の強化を図った。

２ 肉用牛経営安定対策補完事業（農畜産業振興機構）  （決算額：5,538,370 円）

肉用牛生産は小規模・高齢者層などの離農により、生産基盤が脆弱化しているため、

中核的担い手が優良繁殖雌牛を増頭するなど、今後の肉用牛生産基盤の安定を図る取り組

みに対し補助し、もって肉用牛生産の振興に努めた。

３ 肉豚経営安定交付金制度に係る連絡調整等受託業務（農畜産業振興機構）

（決算額：368,824円）

農畜産業振興機構が実施する肉豚経営安定交付金制度は、肉豚の標準的販売価格が標準

的生産費を下回った場合に、肉豚の生産者に対して、その差額の９割を交付するものであ

る。肉豚の経営安定を図る事業を生産者に周知するとともに、適正かつ円滑な事業実施の

ために農畜産業振興機構と連絡調整を図った。

〇事業説明会の開催

令和元年5月15日 福岡県自治会館会議室

４ 蜜源及び花粉交配実態調査事業（県）

              （決算額：177,000円）

  蜜蜂の転飼の円滑な推進と養蜂の振興に資するため、蜜源植物の植栽面積と花粉交配

の実態を調査した。

（ 単 位 ： 円 ）

区 　 　 　 　 分 補 助 金 備 　 　 　 　 　 　 　 考

中 核 的 担 い 手 育 成 増 頭 推 進 4 , 0 8 0 , 0 0 0
事 業 参 加 5 集 団 （ う ち 奨 励 金 交 付 5 集 団 ）

奨 励 金 交 付 対 象 頭 数 　 4 4 頭

合 　 　 　 　 計 4 , 0 8 0 , 0 0 0
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５ 肉用牛肥育経営安定交付金制度委託業務（農畜産業振興機構）     

（決算額：8,196,000円）

畜産経営の安定に関する法律第3条1項の規定に基づき、標準的販売価格が標準的生産

費を下回った場合に、肉用牛の生産者に対し、経営に及ぼす影響の緩和を図るため、農

畜産業振興機構から交付された交付金の交付及び契約生産者負担金をもって造成した肥

育安定基金から肥育牛補塡金の交付を行った。
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交付金及び肥育牛補塡金交付実績

人数
（人）

頭数
（頭）

単価
（円／頭）

交付額
（円）

交付金 - 891,000

肥育牛補塡金 - 297,000

交付額計 4,000.0 1,188,000

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 460,828

肥育牛補塡金 - 153,610

交付額計 3,816.4 614,438

交付金 - 1,351,828

肥育牛補塡金 - 450,610

交付額計 - 1,802,438

交付金 - 12,223,974

肥育牛補塡金 - 4,074,673

交付額計 53,090.1 16,298,647

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 7,869,477

肥育牛補塡金 - 2,623,163

交付額計 64,769.4 10,492,640

交付金 - 20,093,451

肥育牛補塡金 - 6,697,836

交付額計 - 26,791,287

交付金 - 11,131,460

肥育牛補塡金 - 3,710,506

交付額計 43,524.9 14,841,966

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 9,271,514

肥育牛補塡金 - 3,090,508

交付額計 74,024.1 12,362,022

交付金 - 20,402,974

肥育牛補塡金 - 6,801,014

交付額計 - 27,203,988

区分 品種区分

交付対象者 肥育牛補塡金

肉専用種

交雑種

乳用種

計

平成30年度

1月期

37 297

0 0

8 161

45 458

3月期

肉専用種 44 341

交雑種 0

2月期

肉専用種 38 307

交雑種 0 0

乳用種 8 162

乳用種 7 167

計 51 508

計 46 469

0
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人数

（人）

頭数

（頭）

単価

（円／頭）

交付額

（円）

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 6,023,812

肥育牛補塡金 - 2,007,942

交付額計 42,722.1 8,031,754

交付金 - 6,023,812

肥育牛補塡金 - 2,007,942

交付額計 - 8,031,754

交付金 - 7,404,572

肥育牛補塡金 - 2,468,204

交付額計 28,288.8 9,872,776

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 4,020,192

肥育牛補塡金 - 1,340,068

交付額計 30,806.1 5,360,260

交付金 - 11,424,764

肥育牛補塡金 - 3,808,272

交付額計 - 15,233,036

交付金 - 6,387,156

肥育牛補塡金 - 2,129,078

交付額計 25,121.7 8,516,234

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 4,002,775

肥育牛補塡金 - 1,334,262

交付額計 31,029.3 5,337,037

交付金 - 10,389,931

肥育牛補塡金 - 3,463,340

交付額計 - 13,853,271

交付金 - 19,112,184

肥育牛補塡金 - 6,370,750

交付額計 50,163.3 25,482,934

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 5,221,427

肥育牛補塡金 - 1,740,480

交付額計 35,702.1 6,961,907

交付金 - 24,333,611

肥育牛補塡金 - 8,111,230

交付額計 - 32,444,841

区分 品種区分
交付対象者 肥育牛補塡金

5月期

肉専用種 34 349

交雑種 0 0

平成31年度
4月期

肉専用種 0 0

交雑種 0 0

乳用種 6 188

乳用種 6 174

計 40 523

計 6 188

7月期

肉専用種 44 508

交雑種 0 0

6月期

肉専用種 39 339

交雑種 0 0

乳用種 7 172

乳用種 7 195

計 51 703

計 46 511
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人数

（人）

頭数

（頭）

単価

（円／頭）

交付額

（円）

交付金 - 21,551,352

肥育牛補塡金 - 7,183,805

交付額計 75,618.9 28,735,157

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 2,946,149

肥育牛補塡金 - 982,052

交付額計 26,905.5 3,928,201

交付金 - 24,497,501

肥育牛補塡金 - 8,165,857

交付額計 - 32,663,358

交付金 - 14,674,203

肥育牛補塡金 - 4,891,419

交付額計 46,474.2 19,565,622

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 3,415,890

肥育牛補塡金 - 1,138,633

交付額計 28,826.1 4,554,523

交付金 - 18,090,093

肥育牛補塡金 - 6,030,052

交付額計 - 24,120,145

交付金 - 18,306,571

肥育牛補塡金 - 6,102,216

交付額計 55,098.9 24,408,787

交付金 - 2,725,900

肥育牛補塡金 - 908,639

交付額計 15,271.2 3,634,539

交付金 - 5,371,639

肥育牛補塡金 - 1,790,550

交付額計 48,722.4 7,162,189

交付金 - 26,404,110

肥育牛補塡金 - 8,801,405

交付額計 - 35,205,515

交付金 - 17,747,235

肥育牛補塡金 - 5,915,765

交付額計 45,505.8 23,663,000

交付金 - 67,077

肥育牛補塡金 - 22,370

交付額計 356.4 89,447

交付金 - 6,970,999

肥育牛補塡金 - 2,323,667

交付額計 53,726.4 9,294,666

交付金 - 24,785,311

肥育牛補塡金 - 8,261,802

交付額計 - 33,047,113

区分 品種区分
交付対象者 肥育牛補塡金

9月期

肉専用種 42 421

交雑種 0 0

8月期

肉専用種 41 380

交雑種 0 0

乳用種 6 146

乳用種 7 158

計 49 579

計 47 526

173

計 68 944

計 71 828

11月期

肉専用種 41 520

交雑種 20 251

10月期

肉専用種 43 443

交雑種 21 238

乳用種 7 147

乳用種 7
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人数

（人）

頭数

（頭）

単価

（円／頭）

交付額

（円）

交付金 - 18,396,260

肥育牛補塡金 - 6,132,101

交付額計 53,555.4 24,528,361

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 7,281,380

肥育牛補塡金 - 2,427,131

交付額計 63,042.3 9,708,511

交付金 - 25,677,640

肥育牛補塡金 - 8,559,232

交付額計 - 34,236,872

交付金 - 17,252,417

肥育牛補塡金 - 5,750,828

交付額計 65,165.0 23,003,245

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 4,648,115

肥育牛補塡金 - 1,549,375

交付額計 43,339.1 6,197,490

交付金 - 21,900,532

肥育牛補塡金 - 7,300,203

交付額計 - 29,200,735

交付金 - 165,078,384

肥育牛補塡金 - 55,026,345

交付額計 - 220,104,729

交付金 - 2,792,977

肥育牛補塡金 - 931,009

交付額計 - 3,723,986

交付金 - 67,504,197

肥育牛補塡金 - 22,501,441

交付額計 - 90,005,638

交付金 - 235,375,558

肥育牛補塡金 - 78,458,795

交付額計 - 313,834,353

合計

区分 品種区分
交付対象者 肥育牛補塡金

1月期

肉専用種 39 353

交雑種 0 0

12月期

肉専用種 37 458

交雑種 0 0

乳用種 6 154

乳用種 88 2,140

計 608 7,345

肉専用種 479 4,716

交雑種 41 489

乳用種 6 143

計 45 496

計 43 612
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ⅱ 畜産経営及び生産技術支援・指導並びに畜産に対する理解醸成のための事業

１ 畜産経営総合指導事業（県）                       （決算額：1,474,000円）

飼料価格が高騰する中、経営感覚に優れ、生産性の高い畜産経営体を育成するために、

関係機関、団体で畜産コンサルタント団を組織し、経営診断を行い、経営改善及び飼養技

術の向上に努めた。更に、診断後の事後指導にも力を注ぎ、畜産農家の支援を行った。

また、経営セミナー、研修会等を開催するとともに、畜産経営情報の提供により飼養

管理技術の向上に取り組み、畜産経営の安定に努めた。

（1） 指導体制の確立

指導検討会等の開催

区 分 開催回数 構成員数 構成機関 調査・研究・検討内容

生産経営

指導検討会

回

1

人

13

県・関係

機関

・実施状況、セミナー開催状況等

について

・経営診断結果について

（2） 生産経営技術指導

ア 個別指導

区  分
酪 農

（件）

肉用牛

（件）

養 豚

（件）

繁 殖

（件）

その他

（件）

計

（件）

生産・経営技術改善指導 28 20 1 0 0 49

イ 研修会等の開催

区 分 開催月

日

開催

場所

参

加

人

数

内     容

畜産経営(酪農技

術向上)セミナー

令和元年

7月12日 福岡市 37

「暑熱対策及び移行期管理のポイントについて」

（講師：中国生乳販売農業協同組合連合会

    機能整備推進室長 今吉 正登 氏）

畜産経営(経営継

承・法人化)セミ

ナー

令和元年

7月16日 福岡市 57

「経営継承と法人化について」

（講師：半田税理士事務所

     所長 半田 正樹 氏）

畜産経営(酪農技

術向上)セミナー

令和元年

8月6日 久留米市 31

「蹄の管理について」

（講師：酪農学園大学

    獣医学群・獣医学類 阿部 紀次 氏)
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（3）生産経営技術情報提供

区  分 事 業 内 容 部数 配 布 先

実施事例収録 診断事例集録 130部
県、関係団体、

市町村、農協

２ 畜産経営技術指導推進事業（県）             （決算額：9,542,000円）

本協会の経営技術に関する知識を活用して、県が実施する畜産経営技術向上のための

対策と連携を図りつつ、畜産コンサルタントを設置し、経営技術指導を実施した。

３ 畜産振興補助事業（地方競馬全国協会）             （決算額：9,488,000円）

  畜産経営の支援体制強化を図るため、県の指導機関で構成されるコンサルタント団とと

もに畜産農家の技術及び経営改善に積極的に取り組んだ。また、畜産振興に資する馬事普

及啓発推進体制強化のため地方競馬支援と競馬開催に合わせた畜産フェアを開催し、畜産

物の消費拡大・ＰＲに努めた。

更には、地域畜産活性化及び安全かつ安定的な食の提供に資するため、後継者育成に努

めるとともに、県産畜産物消費拡大キャンペーンを開催し、畜産物に対する相互理解を深

めた。

また、関係団体と密接な連携のもと、情報交換、会議の開催等を実施し、県内畜産物の

ブランド化を推進した。

４ 貸付事業指導等事業（畜産近代化リース協会）     （決算額：350,000円）

飼料の生産利用、家畜家きんの飼養管理、家畜畜産物の流通、その他の畜産振興のため

に、（公財）畜産近代化リース協会より生産農家へ貸し付けされた器具・機械の貸付確認

及び適正な利用管理状況について、確認するとともに技術及び経営指導を6件実施した。

５ 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入事業）に係る業務委託事業

（中央畜産会）                （決算額：2,478,000 円）

畜産クラスター協議会における畜産クラスター計画に位置づけられた中心的な経営体に

対し、収益力の強化等に必要な機械のリース導入を実施するに当たって、事業内容の周知

を図るため、畜産関係団体・農協・協議会等に対し説明会を開催した。また事業参加要望書

を取りまとめ、畜産関係団体・農協・協議会との連絡調整を行い、畜産クラスター協議会及

び中心的経営体に対して支援を行った。
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６ 畜産経営体生産性向上対策事業のうち ICT 化等機械装置等導入事業に係る業務

委託事業（中央畜産会）              （決算額：1,111,072 円）

畜産 ICT 応援会議に参画する畜産農家が労働負担軽減・省力化及び飼養管理技術の高度

化に資する機械装置の導入を実施するに当たって、普及推進業務・事業推進指導・内容確認

業務等を実施し、畜産農家に対して支援を行った。

７ 酪農労働省力化推進施設等緊急整備対策事業のうち労働負担軽減事業に係る

業務委託事業（中央畜産会）              （決算額：687,600 円）

楽酪応援会議に参画する酪農経営体に対し、労働負担軽減・省力化及び飼養管理技術の

高度化に資する機械装置導入及び機械装置と一体的な施設整備を実施するに当たって、普

及推進業務・事業推進指導・内容確認業務等を実施し、楽酪応援会議及び酪農経営体に対し

て支援を行った。

８ 畜産クラスター全国推進事業に係る全国実態調査（中央畜産会）

   （決算額：2,000,000円）

畜産クラスターへの取組を推進するために、酪農経営 19 戸及び肉用牛経営 6 戸を対象に

経営内容を調査し、指標作成による畜産クラスターの中心的な経営体の育成に努めた。

９ 畜産特別資金等推進指導事業（中央畜産会）     （決算額：3,028,000 円）

畜産経営は、肥育もと牛の高騰及び配合飼料価格の高止まり等により厳しい状況にある。

これらの状況に対処するため、畜産農家に畜産特別資金の貸出し（貸付）が行われている。

貸出しに当たっては、県、関係団体等を構成員とした支援推進協議会を組織し、対象農

家の調査分析、指導並びに融資機関に対する指導、打合せを行い、地域的な諸課題の解決

に努めた。
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(1)県支援推進協議会の開催

期  日 出席人数 会議名 協議内容

令和元年 9 月 4 日 20 畜産特別資金支援協議会

指導対象農家、

指導方針の決定

等

令和 2 年 1 月 22 日 20
畜産特別資金支援協議会

（第 2 回）

現地指導の対応

方針、規約の制

定

(2)融資機関への指導・助言

融資機関数
助言・指導回

数
指導内容

2 6
事業推進に係る助言指導、農家指導方法等に係

る助言等

(3)経営改善計画作成・見直し及び達成指導

経営改善計画作成指導戸数 指導・助言員数   指導回数 指導内容

① 改善計画作成指導戸数

（1 戸）
2 4

改善計画作成に係る指標等

必要事項等の指導

② 改善計画見直指導戸数

（2 戸）
6 9

改善計画見直しに係る指標

等必要事項の指導

③ 改善計画達成指導

（濃密指導除く。)                        

（16 戸）

19 24
改善計画達成に係る経営内

容の把握及び助言指導

④ 達成指導のうち濃密指導

（2 戸）
11 11

改善計画達成に係る経営内

容の把握及び助言指導（濃

密指導）
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(4)借入者の経営改善のための指導資料作成

指導資料の内容 作成部数 主な配布対象

福岡県内における畜産特別資金等借

受者の概況と指導方針等について
100

協議会構成団体・指導機

関・融資機関

(5)借入者の負債の残高等経営改善の進捗状況調査

県内畜産特別資金借受者の期末残高調査等を行った。

(6)借入者の経営改善計画の定期的な実績点検及び調査

実績点検区分
実績点検数 実績点検の主な内容

（上期・年間）

上  期 4 前年計画との比較検討

年  間 4 当年計画との比較検討

10 畜産関係団体調整機能強化事業（中央畜産会）   （決算額：1,000,000円）

  生産者等からの経営、技術、制度、資金、衛生関係等各種相談に応じるため、畜産コン

サルタント、農場HACCP指導員等専門家を活用した畜産経営相談窓口を設置し、生産者等

の支援を行った。

11 血統登録情報等データベース作成業務委託事業（県） （決算額：642,400円）

   肉用牛ゲノミック評価検査に基づく、県内黒毛和種雄牛の血統登録情報のデータベース

を作成した。

12 畜産に関する表彰並びに褒賞の授与

各地区の共進会等に出席して審査並びに褒賞の授与を行った。

№ 共   進   会   名 開催年月日 開  催  場  所

1 平成31年度第1回福岡県肉用牛生産者の会枝肉共励会 平成31年 4月 4日 ＪＡ全農ミートフーズ（株）九州営業本部

2 第9回ちく和会和牛共進会 平成31年 4月23日 筑後農林事務所

3 令和元年度第2回福岡県肉用牛生産者の会枝肉共励会 令和元年 7月16日 福岡市中央卸売市場食肉市場
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ⅲ 国民生活の安全・安心に資する家畜衛生対策等の推進に関する事業

１ 家畜伝染性疾病発生予防事業（予防接種事業）    （決算額：42,177,502円）

国庫補助事業（家畜生産農場清浄化支援対策事業）対象疾病の牛関係3、県費補助事業

対象疾病の牛関係5の他に、本協会独自に牛疾病7、豚疾病13、鶏疾病2の一般疾病予防接

種事業に取り組み、家畜伝染性疾病の発生予防に努めた。

予防接種の実績は、Ｐ24 の令和元年度予防接種実施成績のとおり。

２ 家畜自衛防疫推進事業（県）         （決算額：18,300,000円）

家畜の所有者が行う自主的な家畜伝染病予防措置を指導推進し、家畜の生産性向上を

図った。

３ 家畜生産農場衛生対策事業（国）           （決算額：4,979,107円）

生産農場における疾病の清浄化及び発生予防のため、ヨーネ病、BVD－MD対策及び予防

接種による吸血昆虫媒介疾病等の発生予防・流行防止に取り組んだ。

(1)疾病清浄化支援対策

ア ヨーネ病及びBVD－MD（牛ウイルス性下痢粘膜病）対策

会 議 名 開催年月日 開催場所
参加

人数
主 な 内 容

防疫推進計画検討会

令和元年7月26日
福 岡 県 自

治会館
16名

30年度事業報告及び令和元年

度事業説明･推進

令和2年1月31日
福 岡 県 自

治会館
11名

令和2年度防疫推進計画の説

明・協議

4 第1回福岡県肉用種牛共進会 令和元年 9月14日 福岡県農業大学校グラウンド

№ 共   進   会   名 開催年月日 開  催  場  所

5 第62回福岡県民体育大会兼第58回福岡県馬術選手権大会 令和元年10月27日 福岡県馬術競技場

6 第40回ＪＡ筑紫ふるさとまつり枝肉共進会 令和元年11月 7日 ＪＡ全農ミートフーズ（株）九州営業本部

7 第46回筑穂牛枝肉共進会 令和元年11月22日 ＪＡ全農ミートフーズ（株）九州営業本部

8 令和元年度福岡県畜産農業協同組合枝肉共進会 令和元年11月25日 福岡市中央卸売市場食肉市場

9 第51回九州産肉牛枝肉共進会 令和元年12月 2日 福岡市中央卸売市場食肉市場

10 令和元年度第3回福岡県肉用牛生産者の会枝肉共励会 令和元年12月 5日 ＪＡ全農ミートフーズ（株）九州営業本部

11 第48回西日本地区豚枝肉共進会 令和元年12月12日 福岡市中央卸売市場食肉市場
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イ PI牛の自主とう汰に対する支援：乳用牛2頭、肉用牛3頭

（2）疾病流行防止支援対策

ア 予防接種推進・計画策定会議

会 議 名 開催年月日 開催場所
参加

人数
主 な 内 容

予防接種推進・

計画策定会議

令和元年8月5日
福 岡 県 自

治会館
10名

30年度事業報告及び令和元年度

事業説明･推進

令和2年1月31日
福 岡 県 自

治会館
11名

令和2年度予防接種計画の説明・

協議

イ アカバネ病、チュウザン病、アイノウイルス感染症の予防接種の実績は、Ｐ24 の

令和元年度予防接種実施状況のとおり。

４ 安全安心な畜産物の生産支援対策事業（県）         （決算額：4,296,045円）

ワクチン接種に係る経費助成による農家負担の軽減及びワクチン接種を目的とした指定

獣医師の往診活動に対する助成を行うことにより、効果的な予防接種の推進による家畜の

疾病発生の減少を図り、もって安全・安心な畜産物の生産支援を行った。

（1）事業推進会議（県域）

会 議 名 開催年月日 開催場所 参加人数 主  な  内  容

事業推進会

議（県域）

令和元年7月26日
福岡県自

治会館
16名

平成30年度事業実績報告

令和元年度事業計画の説明･推進

令和2年1月31日
福岡県自

治会館
11名

令和元年度事業遂行状況の説明･

推進・協議

（2）予防接種促進事業（県費補助）

ア 県費補助対象頭数（牛5種・6種混合ワクチン：157円/頭）   7,678頭

          （炭疽ワクチン：42円/頭）       7,837頭

イ 県費補助対象往診件数（1,280円/日）          593件

ウ 蜜蜂衛生対策資材                    549個

５ 家畜防疫互助基金支援事業（農畜産業振興機構・中央畜産会）

（決算額：731,472 円）

口蹄疫、豚熱等「海外悪性家畜伝染病」が発生した場合の生産者の損失軽減のため、生産
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者自らが積み立てを行い、焼却・埋却、経営支援を互助補償する仕組みに、国が支援を行う

事業に対しその趣旨・内容の周知を図り、加入促進に努めた。

（注）平成 27 年度～29 年度の 3 か年事業として実施された本事業については、平成 30 年

度～令和 2 年度の 3 か年事業として引き続き実施した。

（1）家畜防疫互助等推進事業

ア 推進会議（県域）の開催

開催年月日 開催場所 出席人数 会 議 内 容

令和元年7月26日 福岡県自治会館 16名

事業概要

平成30年度事業成績及び令和元年度事

業計画

今後の事業推進方法

イ 地域推進会議等の開催

開催年月日 場   所 出席人数 会 議 内 容

令和元年5月30日 筑後農林事務所 22 地域協議会及び元年度事業推進

令和元年5月31日 朝倉総合庁舎 25 〃

令和元年5月31日 飯塚総合庁舎 21 〃

令和元年6月 5日 福岡西総合庁舎 27 〃

令和元年6月19日 行橋総合庁舎 15 〃

令和元年7月30日 八幡総合庁舎 9 〃

令和元年8月23日
ＪＡ糸島営農セン

ター

25 家畜防疫互助基金の概要説明及び

加入促進

合 計 144

※ 会議は、他事業の地域推進会議等と同時開催した。

（2）家畜防疫互助事業・加入契約状況

区 分 家畜の種類

契

約

戸

数

契 約

頭 数

生産者

積立金（円）
加入率

養豚

（企業型）

繁殖用種豚（雌）

繁殖用種豚（雄）

肥育豚

（家族型）

繁殖用種豚（雌）

繁殖用種豚（雄）

肥育豚

22

6

5,880

212

63,396

345

23

3,700

※3

2,940,000

106,000

8,875,440

154,800

5,160

417,000

28/45（戸）※2

62.2％

73,556/79,795

（頭）※2

   92.2％

豚    計 28 73,556 12,498,400
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乳牛

・

肉牛

乳牛（2歳以上）

乳牛（2歳未満）

肉専用種繁殖雌牛（2歳以

上）

肉専用種繁殖雌牛（2歳未

満）及び肉専用種肥育牛

肉専用種と乳用種の交雑種肥

育牛

乳用種肥育牛

9,306

3,663

2,376

9,864

5,663

3,267

2,186,910

347,985

534,600

1,085,040

594,615

310,365

299/349（戸）※2

85.7％

34,139/33,698

（頭）※2

   101.3％

牛  合  計 337 34,139 5,059,515

総    計 365 107,695 17,557,915

※1  加入率の欄の牛加入戸数については、契約戸数に乳肉複合経営38戸を減算して299戸とした。

※2 加入率計算の戸数、頭数の分母は、平成31年2月1日現在家畜飼養頭羽数（畜産課調べ）による。

※3 養豚の生産者積立金は、令和元年度に納付された追加生産者積立金を含む。

６ 牛疾病検査円滑化推進対策事業（国）           （決算額：4,940,007円）

  我が国のＢＳＥの早期根絶と生産者や消費者の安心・信頼を回復するため、死亡牛の

円滑・適正な検査処理体制を確立し、良好な家畜衛生及び環境づくりに取り組んだ。

（1）死亡牛検査処理安定化対策                            （決算額：3,816,000円）

死亡牛の円滑、適正な検査と処理を推進するため、県内で死亡した牛の所有者に対し、

輸送経費と処理経費の助成を行った。

  ○死亡牛検査処理安定化対策実績

区 分 計  画 実  績 区 分 計 画 実 績

支払対象農家(戸) － 延べ 282 輸送促進費(円)

（輸送促進頭数）

936,600

(313)

681,000

(227)死亡牛補助対象

(頭数)

48か月齢以上 515 421 処理促進費(円)
3,787,500

(505)

3,135,000

(418)

合 計 4,724,100 3,816,000

〇補助単価

区分 輸送補助単価（定額）

（円）

化製処理補助単価（円）

大 3,000 7,500

（注） 大：48か月齢以上の死亡牛
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（2）事業推進対策                       （決算額：1,124,007円）

県、畜産団体、生産者、化成業者等からなる協議会を設置し、死亡牛の収集、輸送、

処理、検査の円滑な実施のため協議を行い、生産者、関係団体等に周知徹底を図り、事

業推進に努めた。

○地域推進協議会等の開催

開催年月日 場   所 会 議 内 容 出席人数

令和元年5月30日 筑後農林事務所 ・事業の趣旨及び元年度計画の推進死亡

牛の収集・輸送・検査・処理の現状、事

業の概要及び実施方法検討、牛飼養者へ

の指導事項と資料の配付、今後のスケジ

ュール、今後の課題など

22

令和元年5月31日 朝倉総合庁舎 25

令和元年5月31日 飯塚総合庁舎 21

令和元年6月 5日 福岡西総合庁舎 27

令和元年6月19日 行橋総合庁舎 15

令和元年7月30日 八幡総合庁舎 9

令和2年2月12日 福岡県自治会館 県域協議会、実績報告と計画協議、協力依頼 19

開催回数  合計  7回       出席人数延べ138名

※ 会議は、他事業の地域推進会議等と同時開催した。

７ 馬飼養衛生管理特別対策事業（中央畜産会）            （決算額：747,176円）

飼養衛生管理に関する知識・技術の普及と啓発を推進するため、馬飼養者・関係者・

獣医師等からなる馬飼養衛生管理体制整備委員会を開催するとともに、馬の飼養衛生管

理状況及び飼養者の感染症に対する意識調査等の地域馬獣医療実態調査を実施した。

また、外部から講師を招き、馬飼養衛生管理技術地方講習会及び馬飼養衛生基礎技術

実習を開催した。

（1）地域馬飼養衛生管理体制整備委員会

開催年月日 場 所 出席者数 主 な 協 議 事 項

令和元年

9月26日

福岡県

自治会館
11 名

馬防疫の一般概況について

平成 30 年度馬飼養衛生管理特別対策事業実績について

令和元年度馬飼養衛生管理特別対策事業計画について

その他
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（2）馬飼養衛生管理技術地方講習会及び馬飼養衛生基礎技術実習

開催年月日 場 所 参加者数 講  師 講 習 内 容

令和元年

12月5日

福岡県獣医

畜産会館

（福岡市）

28名

・福岡県北部家畜保健衛

生所

北﨑 宏平先生

・JRA馬事部防疫課

小平 和道先生

・犬丸獣医科クリニック

  犬丸 憲之先生

・馬の取扱いの基本と感

染症について

・馬の皮膚病の診断・治

療・予防法と飼養管理

について

・馬の臨床実習について

（3）地域馬獣医療実態調査

調 査 時 期 調 査 地 域 調査戸数 備  考

令和元年10月1日

～11月30日

福岡県内（9市1町）

乗用馬（18戸）、乗用馬以外（5戸）
23戸

回答13戸（乗用馬8戸･

乗用馬以外5戸）

未回答：乗馬施設17戸

愛玩2戸、肥育1戸

８ 馬伝染性疾病防疫推進対策事業（中央畜産会）       （決算額:1,312,467円）

馬ワクチン接種の推進に係る検討会を開催するとともに乗用馬等に対する馬インフル

エンザワクチン及び馬鼻肺炎ワクチン接種の推進を図った。

（1）馬ワクチン接種等地域推進対策検討会

開催年月日 場  所 出席者数 主 な 検 討 事 項

令和元年 9月26日
福岡県

自治会館
11名

平成30年度事業実績について

令和元年度馬インフルエンザワクチン接種

推進事業実施計画について

令和元年12月5日
福岡県獣医

畜産会館
11 名

令和元年度馬インフルエンザワクチン接種

事業の進捗状況について

（2）乗馬等を対象に馬インフルエンザワクチン接種代の補助（1,850円/頭）及び馬鼻肺炎

ワクチン接種代の補助（12,000円/頭）を行った。

馬インフルエンザ接種頭数：203頭、馬鼻肺炎ワクチン接種頭数：1頭
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９ 家畜防疫・衛生指導対策事業（中央畜産会）       (決算額：5,833,923円)

家畜伝染病の発生予防、まん延防止等を確実かつ効率的なものとするため、地域におけ

る重要な家畜伝染病を対象とした防疫演習を推進すること、並びに家畜畜産物の安全性を

確保するうえで重要な農場HACCP認証に必要な取組を推進することを目的に事業を行った。

１ 地域自衛防疫推進事業

(1) 地域自衛防疫体制推進会議

開催年月日 場 所 出席者数 主 な 協 議 事 項

令和元年 7月26日
福岡県

自治会館
16名

平成30年度事業実績について

令和元年度事業計画について

令和2年 1月31日
福岡県

自治会館
11名

地域自衛防疫活動推進について

令和元年度福岡県における自衛防疫体制について

(2) 地域自衛防疫活動推進（防疫演習開催状況）

開催年月日 場 所 参加者数 防 疫 演 習 内 容

令和元年10月 2日 筑後市 170名 福岡県豚コレラ実地防疫演習

令和元年10月 9日 筑紫野市 55名 県試験場における特定家畜伝染病机上防疫演習

令和元年10月18日 嘉麻市 19名 北部家畜保健衛生所特定家畜伝染病防疫演習

令和元年10月24日 久留米市 40名 両筑地域特定家畜伝染病防疫演習

２ 地域農場HACCP認証支援事業

(1) 普及推進協議会

開催年月日 場 所 出席者数 主 な 協 議 事 項

令和元年 9月11日
福岡県

自治会館
13名

令和元年度事業概要について

県内の農場HACCP取組状況について

農場HACCP取組事例について

その他

（2） 農場HACCP構築指導

肉用牛農場1戸、採卵鶏農場2戸、肉用鶏農場4戸に対し農場HACCP推進会議を開催し、

書類作成の助言指導を実施し、採卵鶏農場2戸は認証を取得した。また、既認証農場の肉

用鶏農場1戸に対しては、内部検証等のフォローアップの支援を行った。
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10 消費・安全対策交付金交付事業（国・県・協会）    （決算額：1,164,000円）

家畜の予防接種を円滑に実施するため、自衛防疫推進班に調査を依頼して予防接種の

種類（ワクチン名）、頭数等を把握し、指定獣医師との連携を密にして家畜防疫を実施

した。また、畜産経営農家向けに｢福岡県家畜衛生だより｣等を発行し、家畜衛生情報の

広報を行った。

（1）事業推進会議

会 議 名 開催月日 開 催 場 所 主 な 内 容
参 加

人 数

地

域

推

進

会  

議

筑後地域 令和元年5月30日 筑後農林事務所

6回  119名

30年度自衛防疫事業成績

元年度自衛防疫推進計画

他

22

両筑地域 令和元年5月31日 朝倉総合庁舎 25

筑豊地域 令和元年5月31日 飯塚総合庁舎 21

福岡地域 令和元年6月 5日 福岡西総合庁舎 27

北九州地域
令和元年6月19日 行橋総合庁舎 15

令和元年7月30日 八幡総合庁舎 9

獣医

師打

合せ

会議

福岡地域 令和2年 3月17日 中央家畜保健衛生所 4回   32名

元年度自衛防疫事業成績

２年度自衛防疫推進計画

他

7

北部地域 令和2年 3月18日 北部家畜保健衛生所 9

両筑地域 令和2年 3月19日 両筑家畜保健衛生所 8

筑後地域 令和2年 3月19日 筑後家畜保健衛生所 8

合   計       開催回数  10回  参加人員 延べ  151名               

（2）事業需要等調査                                  

調査年月
予防接種計画票作成調査

自衛防疫推進班：対象農家）
主な調査内容 調査人員 取りまとめ人員

平成31年 4月～

  令和2年 3月

29班

（559戸）

ワクチン接種

調査・指導等

4名

（延べ）

40名

（延べ）
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（3）広報誌発行

資 料 名 対 象 発行 部数 主 な 内 容 等 備 考

広報誌

｢福岡県家畜

衛生だより」

畜産農家

関係機関

関係団体等

元. 9 1,000

・豚コレラについて

・警戒、アフリカ豚コレラが我が国に迫っている！

・海外からの肉製品の違法な持込みへの対応の厳格

化について

・高病原性鳥インフルエンザについて

・死亡牛の牛海綿状脳症（BSE）検査対象の変更と

事務手続について

117号

18頁

2. 3 1,000

・ASF（アフリカ豚熱）の発生状況について～家畜

伝染病予防法の一部改正の概要～

・沖縄県における養豚の概要と CSF（豚熱）発生状

況について

・CSF（豚熱）県域防疫演演習について

・ネズミの防除対策

・牛のウイルス性下痢について

118号

16頁

「立入禁止」

パネル
全飼養者 元.9 600 CSF（豚熱）等の侵入防止のため、農場への立入禁

止パネルを作成し配布した。

B3版

カラー

11 畜産 GAP 拡大推進加速化事業（中央畜産会）     （決算額：1,078,720 円）

我が国の農畜産業競争力の強化に向けて、国際基準の実施及び認証取得の拡大を図って

いくために必要な政策を推進することを目的とする。

研修会の開催

開催年月日 場   所 研 修 内 容 参加者数

令和元年5月14日～15日 佐 賀 市 JGAP 指導員基礎研修 5名

令和元年6月25日～26日 熊 本 市 JGAP 指導員基礎研修 5名

令和 2年1月16日～17日 福 岡 市 内部監査員研修 4名

12 ASF侵入防止緊急支援事業・ふくおかの畜産競争力強化対策事業のうち家畜伝染

病対策 （農畜産業振興機構・県）         （決算額：13,461,224円）

ASFの予防及びまん延防止のため、県下の養豚場に野生動物侵入防止用の柵を整備し、本

病が我が国に侵入した場合であっても、農場への侵入を防止できる体制の構築支援を行っ

た。事業推進を図った結果、野生動物侵入防止防護柵整備事業として、五取組主体傘下の

29養豚場が取り組んだ。



- 25 -

（参考） 令和元年度予防接種実施状況（家畜伝染性疾病発生予防事業）

北九州 筑豊 計

アカバネ病　　（生） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

牛異常産３混（アカバネ・チュウザン・アイノ）　（不） 9,500 242 192 978 1,170 4,143 1,488 7,043 7,043 74.1%

牛異常産４混（アカバネ・チュウザン・アイノ・ピートン）　（不） 1,500 1,459 31 86 117 166 23 1,765 1,765 117.7%

５種混合（ＩＢＲ／ＢＶＤ／ＰＩ／ＲＳ／Ａd)　(生) 2,000 314 11 528 539 269 364 1,486 1,486 74.3%

５種混合（ＩＢＲ／ＢＶＤ／ＰＩ／ＲＳ／Ａd)　(生)+Hs(不） 200 105 0 0 0 22 0 127 127 63.5%

５種混合（ＩＢＲ／ＢＶＤ２価／ＰＩ／ＲＳ）（不） 6,000 229 130 2,058 2,188 1,830 1,397 5,644 5,644 94.1%

６種混合（ＩＢＲ／ＢＶＤ２価／ＰＩ／ＲＳ／Ａｄ）（生／不） 300 26 0 0 0 397 0 423 423 141.0%

炭疽　（生） 10,000 1,623 1,074 417 1,491 3,311 1,423 7,848 7,848 78.5%

牛流行熱　（不） 0 44 0 1 1 129 0 174 174 0.0%

イバラキ病　　（生） 100 79 0 2 2 142 7 230 230 230.0%

牛流行熱・イバラキ　　（不） 3,000 63 439 106 545 2,172 0 2,780 2,780 92.7%

クロストリジウム5種混合　（不） 200 134 0 0 0 0 0 134 134 67.0%

牛大腸菌性下痢症（イモコリボブ）　（不） 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

牛下痢５混（ロタ３価／コロナ／大腸菌）（不） 1,300 1,325 0 0 0 263 6 1,594 1,594 122.6%

牛ヘモフイルス・ソムナス感染症　（不） 400 267 0 12 12 56 85 420 420 105.0%

豚 伝染性胃腸炎（ＴＧＥ）　（生） 300 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚流行性下痢（ＰＥＤ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚(ＴＧＥ･ＰＥＤ)混合 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚丹毒　（生） 2,000 1,910 0 7 7 0 0 1,917 1,917 95.9%

豚丹毒　（不） 1,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚インフルエンザ・豚丹毒 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚脳炎　(生) 50 10 0 6 6 0 0 16 16 32.0%

豚脳炎（TC不） 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚脳炎・パルボ混合　（生） 800 907 0 0 0 121 0 1,028 1,028 128.5%

豚パルボウイルス感染症　(生) 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚パルボウイルス感染症　(不) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚萎縮性鼻炎／パスツレラ混合ＡＲT2(母)（不） 150 0 0 0 0 164 0 164 164 109.3%

豚PRRS 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

ＮＤワクチン　　ＭＥＴ９５・ノビリス　（生） 90 17 19 15 34 42 9 102 102 113.3%

ND+ＩB　（生） 10 6 1 0 1 0 0 7 7 70.0%

県
費
補
助

8,500 90.4%

一
 
 
般
 
 
疾
 
 
病 100 16.0%

筑後 合計 累　計 出来高

国
庫
補
助

11,000 80.1%

事業 予防接種名 計画頭数 福岡
北部

両筑
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ⅳ その他

１ 書籍販売事業                                      （決算額：18,880 円）

畜産に関する知識、技術の普及及び情報を提供するため、畜産経営体、指導者に中央畜

産会が作成、販売する畜産専門書「日本飼養標準シリーズ乳牛」「畜産コンサルタント誌」

等を斡旋販売した。

   

２ 和牛登録事業                              (決算額：16,063,781 円）

公益社団法人全国和牛登録協会の委託を受け、和牛の登録・育種改良に資するため、登

記・登録及び移動・検査等を行った。

区        分 件 数

年度会費 186

子牛登記 2,770

再交付・書換 17

基本登録（雌） 465

移動 197

遺伝子型検査 662

遺伝子型検査（再交付） 12
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事業報告書 付属明細書

付属明細書に記載する事項は特にありません。







































第２号議案

役員の選任に関する件



第２号議案

          役員の選任に関する件

公益社団法人福岡県畜産協会 役員候補者名簿

   【役員任期】 ２年 （令和２年度～３年度）

   【役員定数】(理事）１６名～１８名 (監事）２名～３名

役 員 名 氏   名  出 身 団 体 名 団 体 役 職 名

理  事 藏 内 勇 夫 公益社団法人福岡県獣医師会 名誉会長

理  事 乗 富 幸 雄
福岡県農業協同組合中央会

全国農業協同組合連合会 福岡県本部

会 長（予定者）

運営委員会会長

（予定者）

理  事 尾 形  文 清 ふくおか県酪農業協同組合 代表理事組合長

理  事 山 下  滋 貴 学識経験者

理  事 徳 永  隆 康 福岡県養鶏協会 会 長

理  事 平 嶋 勝 博 福岡県畜産農業協同組合 代表理事組合長

理  事 大 熊 茂 成 福岡県農業共済組合 副組合長理事

理  事 長谷川 敏 一般社団法人福岡県牛乳協会 会長理事

理  事 山 内 智 雄 一般社団法人福岡県配合飼料価格安定基金協会 理事長

理  事 北 﨑  久 治 粕屋農業協同組合 代表理事組合長

理  事 深 町  琴 一 筑前あさくら農業協同組合 代表理事組合長

理  事 平 田 浩 則 みい農業協同組合 代表理事組合長

理  事 三 島 公 陽 田川農業協同組合 代表理事組合長

理  事 浦 塚  一 郎 福岡市農林水産局総務農林部 総務農林部長

理  事 山 口 英 二 八女市建設経済部 建設経済部長

理  事 坂 田 春 樹 北九州市産業経済局農林水産部 農林水産部長

理  事 山 門 裕 史 行橋市産業振興部 産業振興部長

監  事    南  誠一郎 福岡県信用農業協同組合連合会 監査部長

監  事 山 口  文 刀 久留米市農政部 農政部長


